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えりも町議会

えりも観光協会は、平成３０年１０月にコンブボートクルーズ（モニターツアー）
を行いました。ツアー参加者は晴天の中、えりも岬先端にて見晴らしの良い風景
とアザラシをながめながら、クルージングを楽しみました。



〈
一
般
会
計

〉

・
損
害
賠
償
金

８
５
７
万
円

複
合
施
設
建
設
基
本
設
計
委

託
業
務
契
約
の
解
除
に
伴
う

損
害
賠
償
金

・
複
合
施
設
整
備
基
金
積
立
金

▲
１
億
９
９
９
０
万
円

複
合
施
設
建
設
中
止
に
よ
り

積
立
て
を
取
り
止
め

・
複
合
施
設
整
備

検
討
委
員
報
酬

▲
３
３
万
５
０
０
０
円

複
合
施
設
整
備
検
討
委
員
会

の
解
散
の
た
め

・
水
産
業
振
興
補
助
金１

０
０
万
円

庶
野
漁
港
施
設
供
用
開
始
記

念
事
業
に
対
す
る
補
助
金

・
港
湾
管
理
費

７
９
９
万
円

え
り
も
港
湾
内
堆
積
土
除
去

の
た
め

〈

診
療
所
特
別
会
計

〉

・
職
員
給
与
等

▲
１
４
９
０
万
円

常
勤
医
退
職
に
よ
る
給
与
減

・
報
償
金

１
５
９
４
万
円

代
診
医
師
に
よ
る
診
療
増

〈

介
護
保
険
特
別
会
計

〉

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

１
３
０
０
万
円

在
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

３
０
０
万
円

高
額
支
給
対
象
者
の
増

・
え
り
も
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
期
末
手

当
等
の
支
給
割
合
を
５
％
引
き

上
げ
る
も
の
等

※
全
員
一
致
で
可
決

・
え
り
も
町
特
別
職
の
給
与
に

関
す
る
条
例
改
正

え
り
も
町
職
員
の
給
与
等
の

改
正
に
準
じ
、
特
別
職
（
町

長
・
副
町
長
・
教
育
長)

の

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
５

％
引
き
上
げ
る
も
の

※
複
合
施
設
建
設
中
止
に
よ

り
損
害
賠
償
金
８
５
７
万
円

が
発
生
し
た
こ
と
は
、
町
長

に
も
一
定
の
責
任
が
あ
り
、

当
該
条
例
改
正
に
は
反
対
す

る
旨
の
意
見
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
反
対
多
数
で
否
決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 2 >

補
正
予
算

条
例
改
正

１２月１４日、第３回定例会が開催されました。予算の補正や条例の改正など、
提出された議案のうち「えりも町特別職の職員の給与に関する条例の改正につい
て」は反対多数で否決されました。

また、一般質問では、４名の議員が登壇し、町政に関する諸課題について質問
しました。

複
合
施
設
建
設
中
止
に
よ
り

損
害
賠
償
金
発
生



・
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ

い
て

１

損
害
賠
償
の
相
手
方

札
幌
市
中
央
区
南
９
条
西
６

日
本
都
市
設
計

株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
部

幸
紀

２

損
害
賠
償
の
金
額

金

８
５
７
万
８
８
０
円

３

損
害
賠
償
の
理
由

平
成
30
年
3
月
22
日
、
基

本
設
計
委
託
契
約
を
相
手
方

と
締
結
し
た
。
そ
の
後
、
施

設
の
規
模
や
施
設
自
体
の
必

要
性
等
を
再
度
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
、

同
年
10
月
22
日
に
複
合
施
設

建
設
の
取
り
止
め
を
決
定
し
、

11
月
2
日
に
当
該
請
負
契
約

を
解
除
し
た
。

当
該
請
負
契
約
の
解
除
は
、

発
注
者
の
都
合
に
よ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
相
手
方
に
生

じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
。

※
本
事
案
に
つ
い
て
は
、
賛

成
・
反
対
の
両
意
見
が
出
さ

れ
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 3 >

複合施設の建設中止により
耐震化等が課題となる福祉
センター

亥
年
を
迎
え
て

え
り
も
町
議
会
議
長

成
田

一
人

本
年
の
干
支
は
、
己
亥
（
つ
ち
の
と
・
い
）
で
す
。
亥
は
十
二
支
の
中
の
最
後
で
、
「
生

命
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
状
態
」
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
、
「
現
在
の
状
況
を
維
持
し
、

守
り
の
姿
勢
に
徹
し
た
方
が
よ
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
由
来
し
て

「
亥
年
」
は
、
次
の
干
支
で
あ
る
「
子
年
」
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
パ
ワ
ー
を
蓄
え
る
と

い
っ
た
「
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
準
備
期
間
」
の
一
年
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
え
り
も
町
の
経
済
を
支
え
る
漁
業
に
あ
っ
て
は
、
昆

布
漁
は
平
年
並
み
で
し
た
が
、
２
年
連
続
で
不
漁
だ
っ
た
秋
サ
ケ
漁
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に

比
べ
漁
獲
量
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
本
年
以
降
の
町

内
経
済
に
お
い
て
深
く
憂
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
の
我
が
国
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
激
し
い
変
化
の
時
代
で
あ
り
、

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
も
ま
た
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
に
は
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
や
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
直
面
す
る
数
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
町
議
会
と
し
て
も
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、

議
会
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
え
り
も
町
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
施
策

を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
次
世
代
へ
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り
ま
す
。
町
議
会
で
も
、
議
員
定
数
を
11
人
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
か
ら
審
判
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
か
多
く
の
有
権
者
の
方
に

投
票
所
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
将
来
の
え
り
も
町
を
託
す
11
人
を
選
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

改
選
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
代
表
機
関
と
し
て
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に

果
た
し
な
が
ら
、
福
祉
の
向
上
と
町
政
の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
謹
賀
新
年
】

そ

の

他

川村 ○ 大坂 ×

上野 ○ 笹谷 ×

渡部 × 高松 ×

石川 × 本 ×

平野 × 鈴木 ○

○は賛成、×は反対

川村 ○ 大坂 ○

上野 ○ 笹谷 ○

渡部 ○ 高松 ○

石川 ○ 本 ○

平野 ○ 鈴木 ×

○は賛成、×は反対



問

鈴
木
議
員

全
国
学
力
調
査
の
結
果
、

全
国
平
均
を
上
回
っ
た
の

は
小
学
校
の
１
教
科
の
み
。

ま
た
、
学
習
状
況
調
査
の

結
果
で
は
、
１
日
１
時
間

以
上
の
家
庭
学
習
を
し
て

い
る
中
学
生
の
割
合
は
、

全
国
平
均
の
71
％
に
対
し
、

当
町
は
31
％
と
低
く
、
時

間
不
足
が
顕
著
で
、
学
習

習
慣
の
定
着
に
課
題
が
あ

る
。家

庭
学
習
は
、
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
の
復
習
と
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら

進
ん
で
学
ぶ
習
慣
が
身
に

付
き
、
根
気
や
集
中
力
を

養
え
る
。

家
庭
学
習
の
向
上
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
策
は
。

答

教
育
長

家
庭
学
習
は
、
学
校
の

復
習
と
自
ら
学
ぶ
習
慣
を

身
に
つ
け
る
意
義
が
あ
り
、

学
ん
だ
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
振
り
返
る
時
間
と

し
て
極
め
て
大
切
と
考
え

て
い
る
。

中
学
生
の
家
庭
学
習
の

目
標
時
間
は
全
国
的
に
１

１
０
分
で
、
当
町
も
同
様

で
あ
る
が
、
目
標
時
間
の

達
成
は
課
題
と
な
っ
て
い

る
。現

在
各
学
校
で
は
、

「
学
習
の
道
し
る
べ
」
を

作
成
し
児
童
生
徒
に
配
布
・

指
導
、
先
生
方
や
高
校
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

に
よ
る
「
学
習
サ
ポ
ー
ト
」

、
高
校
生
が
経
験
談
を
語

る
「
進
路
講
話
」
を
開
催

し
て
お
り
、
意
義
の
あ
る

策
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

次
の
４
点
も
さ
ら
に
進
め

て
い
き
た
い
。

①
「
自
ら
学
ぼ
う
と
す

る
心
」
を
育
て
る
た
め
、

進
路
講
話
の
一
層
の
工
夫
。

②
え
り
も
型
地
域
学
校

を
柱
に
、
「
家
族
声
掛
け

運
動
」
の
推
進
。

③
目
標
を
持
た
せ
て
学

習
す
る
た
め
の
「
英
語
、

数
学
、
漢
字
検
定
」
の
一

層
の
奨
励
。

④
習
慣
化
を
図
る
た
め
、

幼
・
保
・
小
の
三
者
連
携

会
議
の
充
実
。

問

大
坂
議
員

①
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
避

難
所
で
あ
る
が
、
地
震
に

対
す
る
強
度
が
不
足
し
、

有
事
の
際
に
利
用
で
き
な

く
な
る
と
住
民
を
守
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

現
在
の
耐
震
基
準
に
よ

る
適
合
状
況
を
確
認
す
る

た
め
に
も
、
点
検
を
依
頼

す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま

た
、
点
検
し
た
場
合
の
経

費
見
込
み
は
。

②
役
場
庁
舎
の
耐
震
化

は
ど
の
程
度
の
地
震
の
規

模
を
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

庁
舎
に
被
害
が
あ
り
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
体
制
は
。

③
避
難
施
設
へ
の
備
蓄

品
は
３
日
分
を
用
意
す
る

こ
と
が
前
提
と
あ
る
が
、

食
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抱
え
て

い
る
方
の
食
の
備
え
は
。

答

教
育
支
援
課
長

①
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
45
年
に
建
設
さ
れ
、

耐
用
年
数
70
年
で
48
年
経

過
し
て
い
る
。
現
状
は
、

部
分
的
な
雨
漏
り
、
一
部

窓
枠
の
狂
い
、
設
備
の
老

朽
化
が
あ
る
。

耐
震
化
費
用
は
概
算
で

２
億
３
千
万
円
程
度
、
財

政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら

耐
震
化
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
を
含
め
て
検
討
し
て

い
く
。

答

企
画
課
長

②
役
場
庁
舎
は
、
新
耐

震
基
準
に
対
応
し
て
お
り
、

震
度
６
強
か
ら
７
程
度
の

大
規
模
地
震
で
も
倒
壊
や

崩
壊
し
な
い
基
準
で
建
設

さ
れ
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２８・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜4＞

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心と期待
を持たれる大事な議員活動の場です。町政全般にわたって執

行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め、議員自らの政

策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

鈴木 勇高議員

家
庭
学
習
の
向
上
を

各
種
取
り
組
み
の
充
実
・
強
化

大坂 庄吉議員

え
り
も
町
の
防
災
対
策
は

災
害
時
の
対
応
は
、
再
度
協
議
・
検
討

※その後の調査では、７２％に改善されている。

１日１時間以上家庭学習をしている中学生の割合



津
波
に
よ
り
庁
舎
が
被

災
し
た
場
合
は
、
え
り
も

高
校
に
本
部
を
設
置
す
る

想
定
を
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
体
制
に
つ
い
て
は
、

移
動
し
た
場
合
で
も
防
災

無
線
で
放
送
で
き
る
か
等

を
含
め
、
早
急
に
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

③
食
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抱

え
て
い
る
方
の
備
え
に
つ

い
て
は
、
町
で
備
蓄
し
て

い
る
非
常
食
の
大
半
で
あ

る
白
米
、
わ
か
め
ご
は
ん
、

赤
飯
、
白
が
ゆ
の
４
種
類

と
リ
ゾ
ッ
ト
３
種
、
よ
う

か
ん
は
、
食
ア
レ
ル
ギ
ー

の
方
に
も
対
応
し
た
非
常

食
と
な
っ
て
い
る
。

問

石
川
議
員

複
合
施
設
建
設
に
つ
い

て
白
紙
に
戻
し
中
止
す
る

と
の
表
明
が
町
長
か
ら
な

さ
れ
た
が
、
計
画
さ
れ
て

い
た
４
施
設
を
今
後
ど
の

よ
う
に
維
持
、
ま
た
は
建

設
し
て
い
く
つ
も
り
か
伺

い
た
い
。

特
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
中
核
を
担
う

建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
耐

震
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
は
、

必
須
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

プ
ー
ル
の
建
設
、
老
朽

化
し
て
い
る
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
も
新
築
移

転
が
必
要
と
思
う
が
、
計

画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
７
月
に
な
さ
れ

た
計
画
中
止
表
明
は
余
り

に
唐
突
で
あ
り
、
時
期
を

逸
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
８
０
０

万
円
余
り
の
損
害
賠
償
金

が
、
発
生
し
た
こ
と
は
誠

に
残
念
で
あ
り
、
責
任
の

所
在
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

答

教
育
支
援
課
長

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
多

目
的
な
集
会
施
設
と
し
て

中
核
を
な
し
、
降
雨
災
害

等
の
避
難
所
機
能
を
併
せ

も
っ
て
い
る
が
、
基
本
的

に
は
地
震
・
津
波
時
の
避

難
所
と
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
。
（
標
高
20
ｍ
）

今
後
、
他
の
公
共
施
設

と
の
兼
ね
合
い
、
財
政
状

況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、

耐
震
化
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
を
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

耐
震
化
に
関
係
の
な
い
ト

イ
レ
等
に
つ
い
て
は
、
順

次
、
改
修
を
進
め
て
い
き

た
い
。

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

解
体
前
、
各
校
授
業
で
４

～
５
回
利
用
し
て
お
り
、

解
体
後
の
平
成
27
年
度
か

ら
は
、
様
似
小
学
校
の
プ
ー

ル
を
借
り
て
、
小
学
校
の

授
業
と
し
て
各
校
児
童
が

一
人
２
回
、
ま
た
、
社
会

体
育
事
業
と
し
て
、
希
望

者
を
夏
休
み
期
間
中
に
、

浦
河
町
民
プ
ー
ル
へ
６
回

送
迎
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

・
小
学
校
に
お
け
る
プ
ー

ル
授
業
の
現
状
に
お
け
る

課
題
の
確
認

・
授
業
と
し
て
の
他
施
設

（
自
衛
隊
プ
ー
ル
）
の
補

完
的
利
用
の
協
議

・
授
業
及
び
町
民
の
健
康

増
進
を
考
慮
し
た
プ
ー
ル

の
新
設
の
３
点
で
検
討
中
。

答

保
健
福
祉
課
長

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
苫
別
分
校
を
改
修
し
て

昭
和
63
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、

そ
の
後
、
平
成
３
年
に
は

浴
室
な
ど
の
増
築
と
、
ボ

イ
ラ
ー
設
備
の
更
新
を
経

て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ピ
ー
ク
時
に
は
、
年
間

で
２
万
５
千
人
以
上
の
利

用
者
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ

数
年
は
１
万
４
千
人
前
後

を
推
移
し
て
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
ま
た
、
築
後

30
年
と
い
う
こ
と
で
、
老

朽
化
が
心
配
さ
れ
る
施
設

で
あ
る
。

依
然
と
し
て
、
町
財
政

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
単
独
で
の
建
て
替

え
は
、
現
状
で
は
困
難
で

あ
る
。
た
だ
、
多
く
の
方

に
利
用
さ
れ
る
施
設
で
あ

り
、
ボ
イ
ラ
ー
設
備
の
更

新
や
屋
根
の
葺
き
替
え
、

外
壁
塗
装
な
ど
、
施
設
の

効
率
的
、
効
果
的
な
延
命

策
を
講
じ
な
が
ら
、
可
能

な
限
り
既
存
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
間

に
、
人
口
の
推
移
や
財
政

状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

複
合
施
設
の
建
設
中
止

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
事

態
を
考
え
て
苦
渋
の
決
断

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

結
果
と
し
て
多
額
の
損

害
賠
償
が
生
じ
た
こ
と
に

関
し
て
は
、
町
長
と
し
て

責
任
が
あ
る
と
い
う
思
い

で
、
町
民
に
対
し
て
申
し

訳
な
い
気
持
ち
で
い
る
。

し
か
し
、
大
き
な
負
債

を
将
来
に
わ
た
っ
て
残
す

こ
と
を
回
避
で
き
た
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
は
良
か
っ

た
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
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複合施設建設中止後の計画と賠償責任は

既存施設は個別に検討

損害賠償は町に責任がある
石川 昭彦議員

食
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方

に
も
対
応
し
た
非
常
食



問

高
松
議
員

今
や
人
口
減
少
問
題
は
、

北
海
道
の
各
自
治
体
に
と
っ

て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

浦
河
町
で
は
、
空
き
家

を
改
修
し
た
住
宅
や
町
営

住
宅
を
移
住
体
験
住
宅
と

し
て
提
供
し
て
お
り
、
平

成
28
年
の
体
験
移
住
実
績

は
、
年
間
１
２
０
人
、
滞

在
日
数
は
延
べ
５
千
人
以

上
と
、
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
。

当
町
で
も
人
口
減
少
を

少
し
で
も
抑
え
る
具
体
的

な
対
策
と
し
て
、
「
移
住

体
験
事
業
」
や
夏
期
間
だ

け
の
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し

事
業
」
な
ど
を
行
う
べ
き

で
は
。

答

企
画
課
長

北
海
道
で
は
、
移
住
を

促
進
す
る
自
治
体
の
連
携

組
織
「
北
海
道
移
住
促
進

協
議
会
」
が
２
０
０
５
年

設
立
さ
れ
、
現
在
は
１
７

９
市
町
村
中
１
４
４
市
町

村
が
参
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
利
用
者
数
は

右
肩
上
が
り
で
推
移
し
て

き
た
が
、
こ
こ
２
年
は
横

ば
い
で
観
光
目
的
で
の
利

用
が
多
く
、
定
住
に
つ
な

が
ら
な
い
と
し
て
事
業
を

取
り
止
め
る
市
町
村
も
出

始
め
て
い
る
。

一
方
で
浦
河
町
は
こ
れ

ま
で
に
移
住
体
験
し
た
26

世
帯
58
人
が
移
住
し
、
一

定
の
成
果
を
出
し
て
い
る
。

当
町
で
の
移
住
体
験
事

業
に
つ
い
て
は
、
移
住
体

験
名
目
と
い
い
な
が
ら
観

光
目
的
で
の
利
用
が
多
い

実
情
を
踏
ま
え
る
と
、
町

内
旅
館
業
へ
の
影
響
も
含

め
、
現
状
で
は
町
が
主
体

と
な
っ
て
の
実
施
は
難
し

い
が
、
当
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
漁
業
に
お
い
て
も

将
来
的
な
担
い
手
不
足
が

心
配
さ
れ
る
の
で
、
漁
協

を
は
じ
め
、
町
内
の
関
係

団
体
の
意
向
や
要
望
を
踏

ま
え
て
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
で
き
る
の
か
検

討
し
た
い
。

答

町
長

移
住
時
の
働
く
場
所
の

確
保
と
い
う
問
題
は
重
要

だ
が
、
若
い
人
の
働
き
方

も
変
化
し
、
毎
日
会
社
に

出
勤
し
な
く
て
も
Ｉ
Ｔ
機

器
を
使
用
し
、
田
舎
に
い

て
も
仕
事
が
で
き
る
人
や
、

夏
は
涼
し
く
、
冬
も
そ
れ

ほ
ど
寒
く
な
い
、
ま
た
地

震
に
も
強
い
と
い
う
え
り

も
の
地
域
性
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
る
人
を
ど
の
よ
う

な
形
で
呼
び
込
め
る
の
か

な
ど
、
様
々
な
人
の
意
見

を
聞
き
進
め
て
い
き
た
い
。

問

高
松
議
員

昨
年
、
十
勝
沖
か
ら
択

捉
島
沖
の
太
平
洋
で
、
超

巨
大
地
震
が
、
今
後
30
年

以
内
に
７
～
40
％
の
確
率

で
起
き
る
と
の
予
測
が
公

表
さ
れ
た
。

海
岸
線
が
長
大
な
え
り

も
町
で
は
津
波
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
全
地
域
に
及

ぶ
も
の
と
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

役
場
や
消
防
だ
け
で
対

応
す
る
こ
と
は
到
底
困
難

で
あ
り
、
各
自
治
会
と
連

携
し
た
防
災
組
織
を
早
急

に
整
備
す
る
こ
と
や
要
援

護
者
名
簿
を
防
災
組
織
に

事
前
に
配
布
し
て
お
く
こ

と
も
必
要
で
は
。

答

企
画
課
長

災
害
対
策
基
本
法
に
お

い
て
自
主
防
災
組
織
と
は

「
隣
近
所
の
人
々
が
役
割

を
分
担
し
な
が
ら
、
力
と

心
を
合
わ
せ
て
助
け
合
う

自
発
的
な
防
災
組
織
」
と

し
て
地
域
住
民
が
自
主
的

に
結
成
す
る
組
織
と
さ
れ
、

「
市
町
村
長
が
そ
の
充
実

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
も
、
平
成
26
年

度
の
町
政
懇
談
会
等
で
組

織
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

説
明
と
お
願
い
を
し
て
き

た
が
、
現
時
点
で
は
組
織

率
は
０
％
で
あ
る
。

要
援
護
者
の
災
害
時
の

避
難
や
支
援
の
件
も
含
め
、

今
年
度
の
地
区
別
町
政
懇

談
会
で
再
度
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

地
域
の
住
民
が
結
成
に

合
意
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

行
政
と
し
て
も
規
約
や
組

織
、
活
動
内
容
な
ど
の
中

身
に
つ
い
て
、
自
治
会
の

方
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
。
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移
住
体
験
事
業
の
実
施
を

働
き
場
所
の
確
保
を
含
め
、
官
民
連
携
で
検
討

高松 亮裕議員

2019年度うらかわ生活体験事業の

参加者募集開始のホームページ

自主防災組織の整備を

自主的に結成することが大事

東日本大震災の時の津波の襲来
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１．経過報告について 損害賠償金 ８，５７０，８８０ 円
（１）契約の締結

平成３０年３月２２日：日本都市設計（株）と「えりも町複合施設建設基本設計委託業務」を締結。

（２）複合施設建設の取り止め

平成３０年８月９日：副町長より受注者に業務一時中止を通告。

平成３０年１０月２２日：第３回本部会議にて複合施設建設の取り止めを決定。

○取り止め事由について

① 人口の急激な減少が見込まれ、施設の規模や施設自体の必要性を再度検討する必要があること。

② ①により、地方交付税の大幅な減額及び地方税の減収が見込まれること。

③ 建築費・建設資材の高騰により、当初見込み事業費２０億円を大幅に超過する見込みであること。

④ 補助金等の特定財源が本事業に合致せず、事業費の大半を地方債及び一般財源で補填のため。

⑤ 他の優先事由が発生したこと。※電波法改正による全町の屋外防災無線の全面改修等。

（３）契約の解除

平成３０年１１月２日：契約書約款の規定により、委託契約解除通知書を送付。

平成３０年１１月１４日：契約書約款の規定により、解除に伴う相手方の損害賠償金を算定、協議。

２．損害賠償金について

平成３０年１１月１５日：協議事項について確認書を取り交わす。

損害賠償金は、①契約解除時までの仕事に照応する報酬相当額及び②逸失利益の合計した額とすること

を双方確認した。

本件金額の決定は、地方自治法の規定により議会の議決が必要なことから、議決後別途合意書の成立に

て決定すること。又、本件金額の支払いで精算を完了し、他に債権債務のないことを確認した。

複合施設建設中止に伴う損害賠償の額の決定について

①鉄道(鵡川～日高門別)＋残りバス転換

②全線バス（ＪＲ日高線全面復旧を断念）

※鉄道(鵡川～日高門別)は、地元負担有り。

えりも町としては、費用負担は無理と回答し、

全線バス転換を推し進める。

③鉄道海岸の護岸整備（被災箇所の復旧は、ＪＲ

単独では困難なため、ＪＲ、国、道の３者で抜

本策を検討・協議）

④今後の予定

２案に絞られた交通モードの最終決定

※廃線後の個別協議（便数や広尾方面への接続

等）

ＪＲ日高線の協議状況について

①精神病棟運営に必要な医師、看護師等の確保が厳

しい状況下である。

②精神科病棟については、介護老人保健施設、サー

ビス付高齢者向け住宅への転用を検討する。

③精神科病棟廃止に伴い、入院単価の高い「地域包

括ケア病床」の設置が可能となり収支改善に努め

たい。

④精神科病棟は、平成３０年度末をもって廃止する。

浦河赤十字病院精神科病棟の廃止と
病棟施設の有効活用について
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総務文教常任委員会 委員長 渡部泰

副委員長 笹谷廣喜 委員 川村一治

鈴木勇高 本維応

産業民生常任委員会 委員長 大坂庄吉

副委員長 平野正男 委員 上野勝廣

石川昭彦 高松亮裕 議長 成田一人

② 百人浜オートキャンプ場の管理・利用状況について

本施設は、自然を体感できるキャンプ場として平成２年に開設し、現在は、建物の管理や利用者の受付な

ど維持管理業務をひだか南森林組合に、建物の清掃やごみ収集など清掃管理業務を有限会社えりぷろに委託

して運営している。

施設の利用者数は、これまで1,600人前後を推移していたが、平成28年６月にキャンプ場検索・予約サイ

ト「なっぷ」を開始してから、2,000人前後と大幅に増えている

ものの、年間600万円程度赤字となっている。また、今年度は、

台風や胆振東部地震の影響により利用者が減少している旨、現地

において担当者から説明を受けた。

本施設は開設から28年が経過し、一部施設に老朽化はあるものの、

自然を体感できるキャンプ場としての機能は十分果たしている。

今後、周辺にある自然を満喫できる観光スポットとセットにして、

ホームページなどを活用して宣伝効果を高め、利用者 が一人で

も多くなるよう努力願いたい。

① 高齢者センターの管理・利用状況について

本事案については、複合施設建設計画の白紙撤回を受け、今後の施設のあり方を検討するため調査を実施

したものである。

本施設は、高齢者等の生きがいづくりの充実と健康管理を図るため、旧苫別分校の内部を全面改装すると

ともに、浴室、研修室を整備して昭和63年12月に開設し、その後、平成３年12月に増築されている。

開設当初は年間２万人程度、ピーク時には２万５千人の利用があったが、現在は１万４千人弱と年々減少

傾向にある。また、利用者のうち75％の割合を占めているのが65歳以上の無料の方となっており、平成29年

度決算における使用料は94万2,450円となっている。

一方、施設の管理運営は、大新東株式会社に委託されており、その他施設の補修費や光熱水費などを含め

た歳出総額は1,407万314円で、歳入から歳出を差し引くと1,312万7,864

円の赤字となっている。

今後として、ボイラーは故障が多いことから更新を行い、施設につい

ては、必要最小限の補修により運営していく旨、現地において担当課か

ら説明を受けた。

本施設は、高齢者等の福祉のための施設であることから、現在の運営

状況については認めるところであるが、利用の面について、利用者が気

軽に楽しめ健康増進できるものなど、設備の充実を図っていただきたい。

また、今後、施設の更新等を検討する際には、これまでの高齢者はも

とより、多世代の人が多く利用できるような施設について検討願いたい。

調査日 平成３０年１０月２９日（月）

更新予定の高齢者センターのボイラー

利用者が大幅に増えているオートキャンプ場
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複合施設建設の今後の見通しについて

本年７月31日、９月12日及び９月28日に複合施設整備基本設計の進捗状況と今後の見通しについて調査を

実施したところ、町長より複合施設建設計画を白紙に戻し中止する旨の報告があった。

これは、３月に発表された国立社会保障・人口問題研究所の人口推計により、2045年の当町の人口が、現

在の半分程度と想定され、人口を基に算定される地方交付税の大幅な減額や人口減少に伴う税収減により、

町財政が今後大変厳しくなることを危惧したもので、また、他に優先して実施しなければならない事業があ

ることや東日本大震災の復興などによる建設費の高騰もあって、事業費が大幅に膨らむ可能性があり、さら

には施設建設に活用できる補助金が見つからず、一般財源と地方債に依存しなければならないことなどを主

な理由としている。

しかし、統合を予定していた３施設４つの機能については当町にとって必要な施設であり、新設されるこ

とを待ち望んでいた町民も多くいたことから、計画を断念したことについては遺憾に思うところであるが、

今後、最低限の補修で延命を行いながら、これまで多くの人が多くの時間を費やし検討してきた内容を活か

し、町民に親しまれ喜ばれる施設の検討を継続していただくとともに、議会への早めの情報提供について対

処願いたい。

また、本件については、特に町民の関心も高いと

ころであることから、地区別懇談会、自治会長会議

などの場で周知するとともに、十分町民の理解が得

られるよう説明責任を果たされたい。

なお、本特別委員会については、設置目的である

複合施設の建設が中止となったことから、本報告を

もって終了といたします。
現施設の高齢者センター 福祉センター、図書館

複合施設特別委員会 委員長 川村 一治

副委員長 上野 勝廣

委員 渡部 泰 石川 昭彦 平野 正男

大坂 庄吉 笹谷 廣喜 高松 亮裕

本 維応 鈴木 勇高

議長 成田一人調査日 平成３０年 ９月２８日（金）

③ 国道３３６号に架かる無名橋の解体に伴う取付道路予定地について

本事案は、追分峠頂上付近に国道336号をまたぐ形で架かる町道オキシマップ１号線の無名橋が、耐震補強

をせず解体された場合に新設される取付道路予定地の調査を実施したものである。

取付道路は、現在の位置から庶野方面に下った所にある旧国

道敷地を利用して、既存の道路に向かうルートを検討しており、

道路勾配は、林道の規定内である18％以内で計画する旨、現地

において担当課から説明を受けた。

旧肉牛牧場側から既存の道路を通ってくると下り坂でスピー

ドがでやすく、庶野側は沢となっており、特に冬期間は危険と

思われるので、事故防止策として、ガードレールなどの安全対

策について配慮願いたい。

また、降雪時には吹き溜まりやブラックアイスバーンが考え

られるので、除雪などについて万全を期すよう対応願いたい。 国道３３６号線沿いの 取付道路予定地
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ボ
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岬
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る
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取
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１１月１日 イキイキ森林づくり事業

１１月３日 えりも町功労者表彰式

１１月５日
日高地区林業活性化

議員連盟 役員会・総会

１１月７日 第９回子ども議会

１２月７日 議会運営委員会

１２月１４日

全員協議会

第３回定例会

広報広聴常任委員会

１２月２１日
日高東部消防組合議会

日高東部衛生組合議会

１月５日 えりも町消防団出初式

１月１３日 成人式

１月１６日 広報広聴常任委員会

議会の動き

コンブボートクルーズ

（URL:https://konbubo

at.com/) 詳しくはホー

ムページにて

東航路（村田さん、えり

も岬先端部発着）

西航路（藤田さん、東洋

港発着）

えりも岬先端の海からえりも岬灯台を望む


